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渥美層群(中期更新世)から産出したウシバナトピエイ属歯化石

吉川博章*

A fossil tooth of a cownose ray Rhinoptera Sp. from the Middle Pleistocene 
Atsumi Group in Toyohashi City， Aichi Prefecture， central ]apan 

Hiroaki Y oshika wa * 

はじめに

愛知県豊橋市伊古部町の中部更新統，渥美層群田原

累層赤沢シルト層より，エイ類の歯化石を採集した.

形態上の特徴から，この化石は，ウシパナトピエイ属

Rhinopteraの側歯と考えられる.エイ類の化石は，日

本各地の中新統から鮮新統にかけて多産するが(Hatai，

1966 ;後藤， 1972;西本 ・糸魚川， 1977;西本 ・氏原，

1979 ;橋本 ・国府田， 1979;大久保・麿田， 1979;糸

魚川ほか， 1985;久家， 1985;長谷川ほか， 1991;西本，

1993 ;田中， 1997など)，更新統からの報告は少ない(後

藤， 1972;西本 ・糸魚川， 1977;成瀬ほか， 1994;田中，

1997). また，渥美層群から産出した魚類化石として

黒田 (1966)，大江(1974)，豊橋市自然環境調査会

(1999 )により ，硬骨魚類の耳石，鱗，脊椎骨，サメの

歯が報告されている.このうち種名が明らかになって

いるのは，カタクチイワシEngraulisjaponicus Temminck 

et Schlegelのイ本イヒ石とマダイ Chrysophrysmajor Temminck 

et Schlegelの鱗のみで、ある(大江， 1974). 

今回採集したウシパナトピ、エイ属の歯化石は，日本

の更新統産として初めての報告である.また，日本近

海に生息する現生ウシパナトビエイ Rhinopterajava-

nica Muller et Henl巴の分布域が南日本から北部および

インド洋であり暖流系の種である(益田ほか， 1988) 

こともあわせて，当時の海況を知る重要な資料といえ

る.

化石産地および地質概説

化石産地は，愛知県豊橋市伊古部町である(第1図). 

露頭には，中部更新統の渥美層群田原累層赤沢シルト

層が露出しており， At-3火山灰層(杉山， 1991)が挟在

する.ウシパナトビエイ属の歯化石はAt-3火山灰層下

位2.5~4mの層準から崩落した赤沢シルト層の転石 よ

り得られた.この層準の赤沢シルト層は，主に灰色か

ら青灰色の塊状シルトからなり，内湾性貝類のチヨノ

ハナガイRaeta(Raetel1ops) pulchel1a (A. Adams et R巴eve)，

シズクガイ Theoralubrica Gouldの化石を多量に含む

(Hayasaka， 1961 ;黒田， 1966).この他，モミAbies

firma Sieb巴tZucc.，アカシデ、Carpinuslaxif10ra (Si巴b.

巴tZucc.) Bl.，ヒメフ、、ナFagusmicrocarpa Miki，コナラ

Quercus s臼・rataThunb.，アラカシQ.glauca Thunb.， タ

ブノキMachilusthunbergii Sieb. et Zucc.など暖温帯性の

植物化石を含み，上方へ温暖化を示すとされている(黒
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第1図.化石産地位置図.

国土地理院発行2万5千分のl地形図「高塚」使用.
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田， 1966). また，赤沢シルト層は，開析谷を埋積し

た海進期のパックバリアー堆積物とされている(慶木・

木宮， 1990). 

標本の記載

Class Chondrichthyes Mull巴r，1846 軟骨魚綱

Subclass Elasmobranchii Bonaparte， 1838 板間亜綱

Superord巴rBatomorphii Cappetta， 1980 エイ上目

Order Myliobatiformes Compagno， 1973 トビエイ目

Superfamily Myliobatoidea Compagno， 1973 トピエイ

上科

Family Rhinopteridae Jordan and Evermann， 1896 ウシ

パナトビエイ科

Genus Rhinoptera Cuvier， 1829 ウシパナトビエイ属

Rhinoptera sp. ウシパナトビエイ属の一種

標本:上顎左あるいは下顎右第l側歯(羽町H05656)， 

第2図

記載:左右~:51き延ばした六角板状の歯であり，歯

冠唇側面にやや摩耗が見られるほかは，保存良好.歯

冠は黒褐色のエナメロイドでつくられ，長六角形の広

い歯冠岐合面をもっ.歯冠岐合面は平滑で中央がやや

盛り上がる.近遠心方向に非対称であり，歯冠，歯根

ともに近心側ほど唇舌径が長く，高さも高い.歯頚帯

は明瞭.歯根は歯冠に対して舌側へやや偏って付き，

中央部はへこむ.基底面は唇舌方向の溝により櫛状に

刻まれ，唇舌方向の溝は18条.歯冠と歯根のなす角は700

である.これらの形態的特徴は，糸魚川ほか (1985)，

Cappetta (1987)などに示されたウシパナトビ、エイ属

Rhinopteraの特徴と 一致し，近遠心方向に非対称な形

態から側歯と判断される.記載の用語については，矢

部・後藤(1999)に従った.

比較:日本近海でウシパナトビ、エイ属に類似の歯を

持つエイ類としては，トピエイ科のトピエイ属

Myliobatis，アオスジトビエイ属Aetomylaeus，マダラ

トビ、エイ属Aetobatusの3属が知られる.アオスジトピ

エイ属では正中歯がかなり細長く，両端が尖らず，側

歯は非対称な多角形である (Cappetta，1987)など形態

が異なる.マダラトピエイ属は，正中歯が唇舌方向に

強く湾曲し，側歯を持たない (Cappetta，1987). トビ

エイ属の側歯はウシバナトビ、エイ属より小さく六角形

あるいは五角形である (Cappetta，1987;第3図la，b: 

豊橋市自然史博物館魚類標本登録番号 TMNH-F-l)• 

現生のウシパナトピエイ Rhinopterajavanica Muller 

et Henleの歯板(第3図2a，b)と比較すると，上顎左ある

いは下顎右第l側歯と考えられる.しかし，今回比較

句翻閥V2 

第2図.赤沢シルト層から産出したウシパナトビ、エイ属

の歯化石(TMNH05656).スケールパー:5mm. 

1 :岐合面観;2 :基底面観;3 唇側面観;

4:舌側面観;5 縦断面(右が唇側).

した標本の個体(歯板:TMNH-F-2 ;本体:東京水産

大学水産資料館登録標本番号 MTUF30006)は小さく

十分な検討が行えなかったため種名については保留し，

ウシパナトピエイ属の一種 Rhinopterasp.とする.

計測値(mm):唇舌径 4.65(近心側)~4.15 (遠心側)

近遠心径 15.30

高さ 3.45(近心側)~2.65 (遠心側)

ウシバナトビ工イ属の化石産出の意義

今回，採集されたウシパナトピエイ属の化石は，日

本の更新統から初めての報告であり，日本列島におけ

るエイ類の化石記録として重要である.また，現生ウ

シパナトピ、エイ属は熱帯に生息し (Cappetta，1987)， 

日本近海に生息するウシパナトビエイは，南日本，特

に小笠原諸島，沖縄など暖流域に分布している(益田

ほか， 1988). 産出層準が海進期の堆積物であり，暖

温帯の植物化石が産出することともあわせて，当時の

環境を推定する資料となる.

日本産工イ類化石の記録

日本から産出する板偲類化石については後藤(1972)，

後藤・木村(1998)，西本・糸魚川 (1977)，大久保・贋

田(1979)，久家(1985)，田中 (1997)，樽・松島(1998)， 

高来(1999)などによりまとめられているが，更新統産

のものについては報告例が少ない.更新統産板偲類化

石の比較的まとまった産出としては， 下総層群(成瀬ほ

か， 1994)，知念砂層(上野ほか， 1974)のものがあるが，

これらは主にサメ類化石であり，エイ類化石の報告は

少ない.日本の第三紀板鯨類化石群集をまとめた久家

(1985)のリストによれば，エイ類化石はi斬新世から1

属l種，中新世から6属9種，鮮新世から6属6種が知ら



渥美層群産ウシパナトピエイ属歯化石 29 

2a 

2b 

第3図.現生トビエイおよびウシパナトビ、エイの歯板.スケールパー 10mm.

la:トピエイ上顎;lb :トピエイ下顎;2a :ウシパナトピエイ上顎;2bウシパナトビエイ下顎;1 : TMNH-F-l ; 

2 : TMNH-F-2. 

れている.

今回のウシパナトピエイ属は更新統産として新たな

報告となるので，これまでに報告された更新世以降の

日本産エイ類化石について以下にまとめておく.

Rhinchobatus djiddensis (Forsskal， 1775)トンガリサカタ

ザメ，難波累層(完新世)，大江(1984). 

Dasyatis akajei Muller et Henle， 1841 アカエイ，上町層

(更新世)または梅田層(完新世)，後藤(1972);南陽層

(完新世)，大江(1977);難波累層(完新世)，大江(1984) 

Dasyatis sp. アカエイ属の一種，曽我層群(更新世)， 

西本・糸魚川 (1977);下総層群地蔵堂層・上泉層・

清川層(中期更新世)，下総層群木下層(後期更新世)，

成瀬ほか (1994);南陽層(完新世)，西本・糸魚川

(1977) ;大船貝層(完新世)，樽・松島 (1998). 

Dasyatis? sp. アカエイ属?の一種，成田層下部層(更

新世中期)，後藤(1972). 

Myliobatis tobijei Bl巴巴ker，1854 トビエイ，曽我層群

(更新世)，西本・糸魚川 (1977);南陽層(完新世)， 

西本・糸魚川 (1977)，大江(1977);難波累層(完新

世)，大江(1984). 

トピエイ属の一種Myliobatissp. (Holorhinus sp.を含む)， 

田端貝層(更新世中期)，後藤 (1972);下総層群上泉

層(中期更新世)，成瀬ほか(1994). 

マダラトビエイ Aetobatusnarinari (Euphras巴n，1790)， 

曽我層群(更新世)，西本 ・糸魚川 (1977);梅田層(完

新世)または上町層(更新世)，後藤(1972);梅田層(完

新世)，西本・糸魚川 (1977);南陽層(完新世)，西本 ・

糸魚川 (1977)，大江(1977);難波累層(完新世)， 

大江(1984). 
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